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副
住
職
が
第
参
行
へ

身
延
別
院
の
副
住
職
、
藤
井
教
祥
師
が
十
一
月
一
日
、
千
葉
県
市
川
市
の
中
山
法

華
経
寺
日
蓮
宗
大
荒
行
堂
に
入
行
し
ま
し
た
。
今
回
は
第
参
行
で
す
。
一
年
で
寒
さ

の
最
も
厳
し
い
来
年
二
月
十
日
ま
で
の
百
日
間
、
水
行
と
読
経
三
昧
の
日
々
を
送
り

ま
す
。
教
祥
師
は
入
行
を
前
に
、
「
初
行
、
再
行
の
と
き
は
諸
先
輩
の
指
示
で
動
く
こ
と

が
多
か
っ
た
。
第
参
行
は
、
自
分
の
目
標
に
向
か
っ
て
集
中
で
き
る
と
思
う
。
檀
信

徒
の
皆
さ
ん
か
ら
お
預
か
り
し
た
大
黒
様
や
壱
百
日
祈
願
等
を
し
っ
か
り
と
御
祈
願

し
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

大
荒
行
は
、
日
蓮
宗
に
伝
わ
る
祈
祷
法
の
伝
授
の
た
め
に
行
わ
れ
ま
す
。
入
行
僧

は
午
前
三
時
前
に
起
床
し
、
午
前
三
時
か
ら
午
後
十
一
時
ま
で
一
日
に
七
回
の
水
行

に
の
ぞ
み
ま
す
。
水
行
の
合
間
は
読
経
三
昧
。
修
行
の
回
数
に
応
じ
て
、
初
行
、
再

行
、
参
行
、
再
々
行
（
四
行
）
、
五
行
と
、
そ
れ
ぞ
れ
伝
師
か
ら
秘
法
の
伝
授
を
受

け
ま
す
。
参
行
は
「
大
黒
相
承
」
と
言
っ
て
、
大
黒
様
の
力
を
い
た
だ
き
ま
す
。

一
方
、
睡
眠
時
間
は
一
日
二
時
間
半
。
食
事
は
お
粥
と
み
そ
汁
だ
け
の
粗
末
な
も

の
。
寒
さ
、
餓
え
、
睡
眠
不
足
の
極
限
状
況
を
乗
り
越
え
た
者
だ
け
に
日
蓮
宗
独
特

の
加
持
祈
祷
が
許
さ
れ
ま
す
。

教
祥
師
は
平
成
二
十
年
十
一
月
か
ら
翌
二
十
一
年
二
月
ま
で
百
日
間
、
第
再
行
を

成
就
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
五
年
ぶ
り
の
大
荒
行
堂
入
行
と
な
り
ま
す
。

こ
の
日
、
法
華
経
寺
の
境
内
に
は
、
師
僧
や
留
守
を
託
す
寺
族
、
檀
信
徒
が
早
朝
か

ら
集
い
、
入
行
僧
を
激
励
す
る
光
景
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
し
た
。
午
前
九
時
の

昇
堂
の
号
令
と
と
も
に
大
荒
行
堂
正
面
の
扉
が
開
く
と
、
教
祥
師
は
じ
め
一
〇
二
人

の
入
行
僧
は
寺
族
、
檀
信
徒
に
見
送
ら
れ
て
入
堂
し
ま
し
た
。

（
五
ペ
ー
ジ
に
写
真
特
集
あ
り
）
（
平
山
）

法華経寺祖師堂で開かれた入行会。大音声で読経する副住職
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第
十
九
回

福
岡
県
北
九
州
市
・
真
浄
寺

八
メ
ー
ト
ル
の
お
釈
迦
様

「
十
月
十
日
に
私
ど
も
の
お
寺
で
は
『
龍
口
法
難
会
』
と

い
う
法
要
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
法
要
の
後
に
、
講

演
会
を
開
い
て
い
る
の
で
す
が
、
平
山
さ
ん
、
講
師
に
な
っ

て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。
千
か
寺
参
り
の
喜
び
、
楽

し
さ
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
」
。
そ
ん
な
お
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
の
は
、
今
年
六
月

ご
ろ
の
こ
と
で
し
た
。
千
か
寺
参
り
を
始
め
る
人
が
ひ
と
り

で
も
増
え
て
、
仲
間
を
増
や
す
機
会
に
な
る
な
ら
と
私
は
喜

ん
で
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

お
電
話
の
主
は
、
北
九
州
市
小
倉
北
区
の
日
蓮
宗
寺
院
、

真
浄
寺
の
院
主
で
し
た
。
実
は
、
こ
の
院
主
様
は
、
日
蓮
宗

新
聞
は
じ
め
地
元
の
ミ
ニ
コ
ミ
紙
な
ど
に
も
た
く
さ
ん
の
エ

ッ
セ
ー
を
書
き
、
多
数
の
著
書
の
あ
る
方
で
す
。
知
る
人
ぞ

知
る
中
村
潤
一
上
人
な
の
で
し
た
。

私
は
法
要
の
前
日
に
お
寺
を
訪
ね
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
小
倉
駅

か
ら
す
ぐ
近
く
の
オ
フ
ィ
ス
街
に
、
お
寺
は
ど
ー
ん
と
建
っ

て
い
ま
し
た
。
日
蓮
宗
寺
院
大
鑑
で
調
べ
て
み
る
と
、
慶
長

五
年
（
一
六
〇
〇
年
）
の
創
建
。
開
山
大
法
院
日
周
。
開
基

真
浄
院
日
証
、
開
基
檀
越
細
川
忠
興
公
と
あ
り
ま
す
。
境
内

に
は
高
さ
八
メ
ー
ト
ル
も
の
お
釈
迦
様
が
露
座
し
て
い
て
、

永
代
供
養
墓
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

私
を
迎
え
て
く
れ
た
院
主
様
は
、
「
平
山
さ
ん
に
会
わ
せ

た
い
人
が
い
る
」
と
言
っ
て
会
食
の
場
に
連
れ
て
行
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
初
め
て
お
会
い
し
た
の
は
、
八
十
四
歳

の
男
性
で
し
た
。
お
話
を
う
か
が
う
と
、
八
十
二
歳
の
時
か

ら
千
か
寺
参
り
を
始
め
た
と
の
こ
と
で
す
。
「
日
蓮
宗
新
聞

の
平
山
さ
ん
の
連
載
『
千
か
寺
参
り
へ
行
こ
う
』
の
記
事
を

毎
回
読
ん
で
い
る
う
ち
に
、
『
あ
、
こ
れ
だ
！

私
も
や
っ

て
み
よ
う
』
と
思
っ
た
の
で
す
。
院
主
様
に
相
談
し
た
ら

『
も
う
そ
の
年
齢
で
は
千
か
寺
成
就
は
無
理
だ
か
ら
、
や
め

て
お
き
な
さ
い
』
と
言
わ
れ
た
の
で
す
が
、
『
成
就
で
き
な

く
て
も
い
い
の
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
お
寺
、
住
職
、
そ
の
家

族
と
の
出
会
い
が
こ
れ
か
ら
の
私
の
生
き
が
い
で
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
』
と
言
っ
た
ら
、
院
主
様
は
『
そ
れ
な

ら
お
や
り
な
さ
い
』
と
話
し
て
く
れ
た
の
で
す
」
。
男
性
は

生
き
生
き
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
「
こ
う
し
て
平
山
さ
ん

に
会
え
た
の
も
院
主
様
の
お
か
げ
で
す
。
千
か
寺
参
り
の
先

輩
に
会
う
こ
と
が
で
き
て
、
う
れ
し
く
思
い
ま
す
」
と
も
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
の
父
親
世
代
の
人
か
ら
「
先
輩
」
と

言
わ
れ
、
私
は
恐
縮
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

男
性
は
二
年
間
で
約
五
百
か
寺
を
訪
ね
、
御
首
題
を
い
た

だ
い
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
千
か
寺
参
り
の
楽
し
さ
、
つ

ら
さ
、
喜
び
を
大
い
に
語
り
合
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
翌
日
は
、
真
浄
寺
の
本
堂
で
、
檀
信
徒
さ
ん
約
五

十
人
を
前
に
、
私
の
千
か
寺
参
り
体
験
を
話
し
て
き
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
御
首
題
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
貴
重
な
機

会
を
設
け
て
く
れ
た
真
浄
寺
の
院
主
様
、
ご
住
職
、
檀
信
徒

の
皆
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
（
平
山
徹

・
新
聞
記
者
）

真浄寺の本堂。龍口法難会を行いました
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身
延
別
院
の
お
会
式
法
要
が
十
一
月
三
日
に
営
ま
れ
ま

し
た
。
当
院
の
檀
信
徒
約
七
十
人
が
本
堂
に
参
列
し
、
日

蓮
聖
人
に
報
恩
感
謝
の
お
題
目
を
唱
え
ま
し
た
。

お
会
式
は
、
日
蓮
聖
人
が
お
な
く
な
り
に
な
ら
れ
た
十

月
十
三
日
の
御
命
日
を
中
心
に
、
全
国
各
地
の
日
蓮
宗
寺

院
、
教
会
、
結
社
で
行
わ
れ
る
報
恩
感
謝
の
法
要
で
す
。

今
年
で
七
百
三
十
二
回
を
数
え
ま
し
た
。

身
延
別
院
で
は
毎
年
十
一
月
三
日
・
文
化
の
日
に
お
会

式
を
行
っ
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
檀
信
徒
さ
ん
を
迎
え

る
た
め
に
、
お
寺
で
は
お
会
式
に
向
け
て
万
灯
を
準
備
し

た
り
、
薄
紙
で
作
っ
た
花
を
本
堂
内
に
飾
っ
た
り
と
檀
信

徒
さ
ん
の
協
力
で
会
場
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

法
要
は
午
後
一
時
か
ら
本
堂
で
営
ま
れ
、
藤
井
住
職
が
日

蓮
聖
人
の
教
え
に
対
し
て
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

参
列
者
は
法
華
経
の
お
自
我
偈
な
ど
を
読
誦
し
、
お
題
目

を
唱
え
ま
し
た
。
今
年
は
藤
井
教
瑞
上
人
を
修
法
導
師
に

し
て
、
檀
信
徒
の
皆
さ
ん
の
現
世
安
穏
を
祈
念
し
て
お
加

持
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

順番に燒香をする参列

者（写真右）

木剣を手に加持をする

教瑞師（写真下右）

当院入口に立てられた

案内板（写真下左）

お会式法要で散華する住職ら
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励まし受け壱百日の苦修錬行
檀信徒さんの幸せ願って

十
一
月
一
日
、
大
本
山
中
山
法
華
経
寺
の
大
荒
行

堂
に
第
参
行
と
し
て
入
行
し
た
当
院
副
住
職
の
教
祥

師
。
こ
の
日
、
檀
信
徒
さ
ん
七
人
か
ら
励
ま
し
の
言

葉
を
い
た
だ
い
た
後
、
午
前
七
時
半
に
当
院
を
出
発

し
ま
し
た
。
同
八
時
過
ぎ
に
法
華
経
寺
に
到
着
。

見
送
り
に
来
た
人
は
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ

れ
に
つ
い
て
教
祥
師
は
「
今
回
は
、
三
回
目
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
檀
信
徒
の
皆
さ
ん
に
わ
ざ
わ
ざ
法
華

経
寺
ま
で
見
送
り
に
来
て
い
た
だ
く
の
は
た
い
へ
ん

と
思
い
お
声
掛
け
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
話
し
ま

し
た
。
そ
の
う
え
で
「
檀
信
徒
の
皆
さ
ん
の
一
人
ひ
と
り

の
願
い
が
か
な
う
よ
う
に
、
私
は
百
日
間
の
行
に
励

み
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
表
情
か
ら
は
、
固

い
決
意
の
ほ
ど
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
午
前
九
時
か

ら
祖
師
堂
で
始
ま
っ
た
入
行
会
で
は
、
一
〇
二
人
の

入
行
僧
の
一
人
と
し
て
大
音
声
の
読
経
を
堂
内
に
響

か
せ
て
い
ま
し
た
。
来
年
一
月
に
は
、
初
も
う
で
を

兼
ね
て
、
荒
行
堂
の
教
祥
師
の
見
舞
い
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
檀
信
徒
の
皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

入行会を前に檀信徒さんと記念撮影

多くの人に見守られ荒行堂に向か

う副住職（写真右、左から3番目）

入行会が行われる祖師堂に入る

（写真右下）

荒行堂の前で（写真下）
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大
聖
人
の
生
涯
描
い
た
オ
ラ
ト
リ
オ
を
鑑
賞

日
蓮
聖
人
七
百
遠
忌
の
昭
和
五
十
七
年
に
制
作
さ
れ

た
楽
曲
「
オ
ラ
ト
リ
オ
日
蓮
聖
人
」
が
今
秋
、
東
京
と

千
葉
で
約
三
十
年
ぶ
り
に
再
演
さ
れ
ま
し
た
。
当
院
の

河
野
信
成
師
と
檀
信
徒
さ
ん
ら
十
四
人
が
十
月
十
九

日
、
東
京
都
墨
田
区
の
会
場
を
訪
れ
鑑
賞
し
ま
し
た
。

オ
ラ
ト
リ
オ
は
「
聖
譚
曲
」
と
訳
さ
れ
る
音
楽
で
、

宗
教
上
の
偉
人
の
生
涯
を
物
語
る
も
の
で
す
。
「
オ
ラ

ト
リ
オ
日
蓮
聖
人
」
は
作
詞
を
西
川
満
氏
、
作
曲
を
黛

敏
郎
氏
が
担
当
。
日
蓮
聖
人
門
下
連
合
会
が
五
年
の
歳

月
を
か
け
て
制
作
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
三
年
前
か
ら
日
蓮
宗
本
山
藻
原
寺
（
千
葉

県
茂
原
市
）
の
持
田
日
勇
貫
首
が
中
心
と
な
っ
て
準
備

を
進
め
て
き
た
も
の
で
す
。

荘
厳
な
音
楽
の
調
べ
と
と
も
に
、
日
蓮
聖
人
の
不
屈

の
生
涯
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
会
場
を
訪
れ
た
千
五
百
人

の
聴
衆
は
公
演
後
も
大
き
な
感
動
に
包
ま
れ
ま
し
た

お
会
式
の
花
作
り
奉
仕

身
延
別
院
の
檀
信
徒
さ
ん
有
志
が
十
月
二
十
、
二
十

一
日
、
本
堂
地
下
ホ
ー
ル
で
、
お
会
式
の
花
作
り
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
お
会
式
で
は
毎
年
、
本
堂
の
内
外
に

ピ
ン
ク
と
白
の
薄
紙
で
作
っ
た
花
を
た
く
さ
ん
飾
り
つ

け
ま
す
。
そ
の
花
を
み
ん
な
で
手
分
け
し
て
作
り
、
竹

や
万
灯
に
く
く
り
つ
け
ま
す
。

二
日
間
で
作
っ
た
花
は
、
ピ
ン
ク
の
花
が
約
千
七

百
、
白
が
約
三
百
八
十
で
し
た
。

お
手
伝
い
い
た
だ
い
た
の
は
以
下
の
皆
さ
ん
で
す
。

阿
久
津
喜
美
子
、
阿
久
津
一
美
、
伊
東
精
子
、
今
井
善

子
、
奥
野
洋
子
、
北
村
孝
子
、
小
島
貴
恵
子
、
小
林
聰

子
、
佐
竹
美
智
子
、
鈴
木
秀
子
、
寺
久
保
ト
シ
子
、
灘

本
会
理
、
灘
本
歌
奈
子
、
塙
多
賀
子
、
林
好
江
、
龍
憲

吾

、
藤
井
孝
子
、
藤
井
麻
未
、
工
藤

祐
子
（
敬
称

略
）
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

青
年
会
が
副
住
職
の
歓
送
会

身
延
別
院
青
年
会
の
メ
ン
バ
ー
十
五
人
が
十
月
五
、

六
日
、
伊
豆
諸
島
の
初
島
へ
旅
行
に
出
か
け
ま
し
た
。

十
一
月
一
日
か
ら
中
山
法
華
経
寺
の
大
荒
行
堂
へ
第
参

行
と
し
て
入
行
す
る
当
院
副
住
職
の
藤
井
教
祥
師
を
激

励
す
る
目
的
で
す
。

一
行
は
熱
海
港
か
ら
フ
ェ
リ
ー
に
乗
り
、
初
島
に
向

か
い
ま
し
た
。
漁
師
が
経
営
す
る
食
堂
で
舌
鼓
を
打

ち
、
青
年
会
メ
ン
バ
ー
の
親
睦
も
深
め
ま
し
た
。
当
院

の
檀
信
徒
で
お
笑
い
コ
ン
ビ
の
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
も
参
加

し
、
漫
才
を
披
露
し
ま
し
た
。

秋
季
彼
岸
法
要
に
五
十
人

身
延
別
院
の
秋
季
彼
岸
会
施
餓
鬼
法
要
が
九
月
◎
日

午
後
一
時
か
ら
、
本
堂
で
営
ま
れ
ま
し
た
。
檀
信
徒
約

五
十
人
が
本
堂
に
集
い
、
提
婆
達
多
品
な
ど
の
お
経
を

読
み
ま
し
た
。

ご
先
祖
を
は
じ
め
、
ご
縁
の
あ
っ
た
方
々
の
塔
婆
を

ご
供
養
し
ま
し
た
。
そ
の
後
に
住
職
か
ら
法
話
が
あ

り
、
終
了
後
に
地
下
ホ
ー
ル
で
ご
供
養
が
あ
り
ま
し

た
。

30年ぶりに再演されたオラトリオ

（「中外日報」より）

お手伝いいただいた皆さんの手でできあがったお会式の花



当
院
に
新
し
い
大
黒
様
が
お
目
見
え

当
院
に
新
し
い
大
黒
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

東
京
・
浅
草
の
木
村
鶴
光
仏
具
店
か
ら
届
い
た
も
の

で
、
高
さ
三
十
八
セ
ン
チ
。

副
住
職
の
教
祥
師
が
中
山
法
華
経
寺
の
大
荒
行
堂
に

入
行
す
る
の
に
際
し
て
、
荒
行
堂
に
持
ち
込
み
、
祈
願

を
す
る
も
の
で
す
。
来
年
二
月
十
日
の
成
満
後
、
魂
の

込
め
ら
れ
た
大
黒
様
と
な
っ
て
当
院
に
安
置
さ
れ
ま

す
。檀
信
徒
の
皆
さ
ん
の
中
に
も
大
黒
様
の
祈
願
を
申
し

込
ま
れ
た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
大

黒
様
の
「
親
大
黒
」
と
し
て
、
ご
縁
を
結
ぶ
も
の
で

す
。
荒
行
堂
か
ら
当
院
に
戻
ら
れ
る
大
黒
様
を
お
ま
い

り
く
だ
さ
い
。

豆
入
れ
奉
仕
の
お
願
い

来
年
の
追
儺
式
（
節
分
の
豆
ま
き
）
で
用
い
る
豆
の

袋
詰
め
作
業
を
、
一
月
二
十
一
日
（
火
）
、
二
十
二
日

（
水
）
に
行
い
ま
す
。
七
セ
ン
チ
四
方
ほ
ど
の
小
さ
な

ビ
ニ
ー
ル
の
袋
に
、
さ
か
づ
き
を
使
っ
て
豆
を
詰
め
、

袋
の
口
を
折
り
た
た
み
、
ホ
チ
キ
ス
で
留
め
て
い
く
作

業
で
す
。
一
時
間
で
も
二
時
間
で
も
、
都
合
の
つ
く
時

間
で
か
ま
い
ま
せ
ん
。
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
方
、
今

回
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

当
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://m

ino
bu-betsuin.jp

）

は
、
副
住
職
が
荒
行
の
間
、
教
瑞
師
が
担
当
し
ま
す
。

教
瑞
師
は
Ｉ
Ｔ
機
器
関
連
の
操
作
を
得
意
と
し
て
い

ま
す
。
さ
っ
そ
く
、
十
一
月
一
日
に
は
、
副
住
職
の
大

荒
行
会
を
、
三
日
に
は
当
院
の
お
会
式
の
樣
子
を
、
そ

の
日
の
う
ち
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

な
ど
を
駆
使
し
て
、
当
院
の
動
き
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に

伝
え
た
い
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

当
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
「
身
延
別
院
」
か
ら
も
検

索
で
き
ま
す
。
寺
報
「
願
満
」
と
合
わ
せ
て
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

十
二
月

一
日
（
日
）
願
満
祖
師
終
日
お
開
帳

十
三
日
（
金
）
納
め
の
十
三
日
講
法
要
並
法
話

午
後
一
時
よ
り

二
十
四
日
（
火
）
納
め
の
大
黒
天
祭

午
後
一
時
よ
り

一
月

一
日
（
水
）
～
三
日
（
金
）

太
歳
三
ヶ
日
御
祈
祷
、
終
日

十
三
日
（
月
）
初
十
三
日
講
法
要
並
法
話

午
後
一
時
よ
り

二
十
一
日
（
火
）
、
二
十
二
日
（
水
）

豆
入
れ
奉
仕

午
前
九
時
よ
り

副
住
職
の
教
祥
師
が
大
荒
行
の
第
参
行
と
し
て
入
行

さ
れ
ま
し
た
。
入
行
前
、
お
話
を
う
か
が
っ
た
の
で
す

が
「
第
参
行
は
、
初
行
、
再
行
の
時
の
よ
う
に
先
輩
の

指
示
で
動
く
こ
と
が
減
り
、
自
分
の
意
志
で
動
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
だ
か
ら
檀
信
徒
の
皆
さ
ん
の
願
い
が
叶

う
よ
う
に
修
行
に
励
ん
で
き
ま
す
」
と
話
し
て
い
た
の

が
印
象
的
で
し
た
。
無
事
に
成
満
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。
次
回
は
、
節
分
後
の
発
行
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

（
平
山
）

平成２５年（２０１３年）１１月 願 満（年３回発行）



平成２５年（２０１３年）１１月 願 満（年３回発行）

過
日
十
月
二
十
四
、
二
十
五
日
の
両
日
に
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
席

の
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
を
訪
れ
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
学
問
・
教
育
の

最
高
機
関
で
あ
る
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
と
フ
ラ
ン
ス
学
士
院
の
碑
文
・
文
芸
ア

カ
デ
ミ
ー
と
の
共
催
で
、
招
待
者
の
渡
航
費
と
宿
泊
代
も
こ
こ
か
ら
支
給
さ
れ
た
。
何
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
か
と
い
う
と
、
「
仏
教
と
百
科
辞
書
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
仏
教
百
科
辞

典
の
編
纂
を
推
進
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
ど
う
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
国
立
機
関
が
そ

ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
と
い
え
ば
、
こ
れ
に
は
次
の
よ
う
な
一
世
紀
近
い
由
来
が
あ
る
。

日
本
の
明
治
維
新
の
頃
、
日
本
は
西
洋
の
近
代
科
学
や
思
想
文
化
を
吸
収
す
べ
く
、
有

意
の
留
学
生
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
送
っ
た
が
、
そ
の
中
の
一
人
に
高
楠
順
次
郎
（
一
八
六
六

～
一
九
四
五
）
が
い
た
。
彼
は
一
八
九
〇
年
（
明
治
二
十
三
）
に
イ
ギ
リ
ス
の
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
大
学
に
イ
ン
ド
学
・
近
代
仏
教
学
を
学
び
、
後
に
ド
イ
ツ
の
大
学
に
も
学
ん

だ
。
帰
国
後
に
は
、
東
京
帝
大
で
梵
語
学
（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
）
を
教
え
た
。

こ
の
高
楠
順
次
郎
は
、
今
日
も
世
界
標
準
と
し
て
用
い
て
い
る
一
切
経
の
『
大
正
新
脩

大
藏
経
』
や
、
パ
ー
リ
大
藏
経
の
『
南
傳
大
藏
経
』
の
編
纂
に
尽
力
し
た
こ
と
で
名
高
い

が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
イ
ン
ド
哲
学
の
碩
学
た
ち
と
の
交
流
を
深
め
た
社
交
家
で
も
あ
っ

た
。
彼
が
交
流
し
た
学
者
の
中
に
当
時
フ
ラ
ン
ス
の
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
教

授
で
、
イ
ン
ド
哲
学
、
仏
教
学
の
大
家
で
あ
っ
た
シ
ル
ヴ
ァ
ン
・
レ
ヴ
ィ

（S
ylvain

L
évi,

一
八
六
三
～
一
九
三
五
）
が
い
た
。

レ
ヴ
ィ
教
授
は
、
一
九
二
三
年
に
日
仏
会
館
の
初
代
館
長
と
し
て
来
日
し
た
こ
と
が
あ

っ
た
。
高
楠
は
こ
の
レ
ヴ
ィ
教
授
と
図
っ
て
、
日
仏
共
同
で
「
和
漢
資
料
に
基
づ
く
仏
教

百
科
辞
書
」
を
作
る
計
画
を
立
て
た
。
「
和
漢
資
料
に
基
づ
く
」
と
は
、
中
国
の
漢
訳
仏

典
資
料
、
中
国
・
日
本
の
仏
教
者
の
著
作
な
ど
を
資
料
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
辞
書
は
『
法
宝
義
林
』
（
法
宝
の
意
味
の
林
）
と
名
づ
け
ら
れ
、
そ
の
第
一
巻
が
一
九

二
九
年
（
昭
和
四
）
に
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
辞
書
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か
れ
、
項
目
は

A
,B

,C

の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
の
配
列
で
あ
る
。
以
来
、
延
々
と
継
続
さ
れ
、
最
新
刊
の

第
八
巻
が
刊
行
さ
れ
た
の
が
二
〇
〇
三
年
の
こ

と
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
こ
の
事
業
の
た
め

に
日
本
に
法
宝
義
林
研
究
所
を
設
立
し
た
。
近

年
ま
で
そ
の
研
究
所
は
京
都
相
國
寺
の
中
に
あ

っ
た
が
、
最
近
同
じ
京
都
市
内
に
移
転
し
た
。

『
法
宝
義
林
』
は
約
九
十
年
か
け
て
八
巻
が

刊
行
さ
れ
た
が
、
そ
れ
で
ど
れ
だ
け
の
項
目
が

書
か
れ
た
か
と
い
う
と
、
な
ん
と
ま
だ
一
五
○

項
目
だ
と
い
う
。
辞
書
全
体
の
立
項
数
は
と
い

う
と
、
約
千
五
百
項
目
だ
か
ら
、
ま
だ
十
分
の

一
に
す
ぎ
な
い
。
九
十
年
か
け
て
十
分
の
一
だ

と
す
る
と
、
こ
の
ま
ま
の
ペ
ー
ス
で
い
く
と
、

辞
書
完
成
ま
で
に
あ
と
何
百
年
も
か
か
る
こ
と

に
な
る
！
一
項
目
の
解
説
が
三
十
頁
に
も
な
る

よ
う
な
記
述
も
あ
っ
て
、
執
筆
に
大
変
な
学
殖
と
労
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き

る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
迂
遠
す
ぎ
る
話
で
あ
る
。
そ
れ
で
こ
の
事
業
を
受
け
継
い
だ
コ
レ

ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
教
授
、
ジ
ャ
ン
ノ
エ
ル
・
ロ
ベ
ー
ル
博
士
が
、
こ
の
現
状
を
何

と
か
打
開
し
よ
う
と
し
て
辞
書
編
纂
の
仕
事
に
関
係
あ
る
世
界
の
仏
教
学
者
を
招
聘
し
て

開
催
し
た
の
が
今
回
開
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
の
で
あ
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
第
一
日
目
は
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
ユ
ー
ゴ
ー
・
フ
ォ
ン

ダ
シ
オ
ン
分
館
の
サ
ロ
ン
で
朝
九
時
か
ら
夕
方
六
時
ま
で
行
わ
れ
、
日
本
、
フ
ラ
ン
ス
、

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
の
研
究
者
が
十
七
の
発
表
を
行
っ
た
。
筆
者
は
「
『
法
華
経
解
読

辞
典
』
の
編
纂
に
つ
い
て
」
と
い
う
題
で
、
現
在
編
纂
作
業
中
の
『
法
華
経
』
の
辞
典
に

つ
い
て
発
表
し
た
。
二
日
目
の
二
十
五
日
は
午
前
中
は
ユ
ー
ゴ
ー
・
フ
ォ
ン
ダ
シ
オ
ン
分

館
で
、
午
後
は
フ
ラ
ン
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
の
会
議
室
で
行
わ
れ
、
大
変
有
意
義
で
あ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
で
は
数
人
の
学
者
が
集
ま
っ
て
、
す
で
に
同
じ
よ
う
な
仏
教
百
科
辞
書
を
完

成
し
つ
つ
あ
る
と
発
表
が
あ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
語
に
よ
る
仏
教
百
科
辞
書
が
今
日
ど
の
程

度
必
要
な
の
か
と
い
う
根
本
的
な
議
論
も
出
さ
れ
た
が
、
い
ま
ま
で
の
日
仏
両
国
の
文
化

交
流
の
伝
統
を
尊
重
し
つ
つ
、
も
っ
と
効
率
よ
く
、
少
な
く
と
も
一
世
代
中
に
完
成
さ
せ

よ
う
と
い
う
基
本
的
合
意
の
も
と
に
、
今
回
の
出
席
者
全
員
が
何
ら
か
の
形
で
辞
書
完
成

に
協
力
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

仏
教
は
日
本
だ
け
で
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
今
日
注
目
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
我
々
日
本
人
は
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

（
住
職
）

あ
れ
やこ
れ
や

フ
ラ
ン
ス
語
の
仏
教
百
科
辞
書

フランス学士院


